
を輩出されました組合員皆様方に心よりお祝い申し上
げます。
　令和３年度の中央競馬の売得金については、10年
連続の売上増とともに、平成15年以来18年ぶりの３兆
円越えを達成しております。地方競馬についても、１～
11月次において、8621億円（前年比112.5％）の好
成績となるなか、ホッカイドウ競馬においては、522億
9969万円と過去最高の売上を更新することとなりまし
た。コロナ禍におけるインターネット投票の伸長が要
因に挙げられますが、競馬の魅力が大いに発信され、
競馬ファンの高い支持のもと馬券の売上が維持されて
おり、今後の競馬産業発展の大いなる原動力と心強く
受け止めるところでございます。
　組合事業につきましては、お陰様で各事業とも計画通
りの決算を迎えることができました。新たな事業として、
日高軽種馬振興対策推進協議会に設置されました日
高地域活性化支援室の事業の一環として、当組合が業
務委託を受け、旧門別種馬場内に「ひだかホースフレ
ンズ」を開設し、11月より運営を開始しております。この
施設は、軽種馬生産牧場の作業体験から就業に向け
た研修まで、幅広い視点から軽種馬生産界に興味を持
つ方の受入れを行うものです。これまで体験研修に９
名が参加し、この体験をきっかけに年初より就業プログ
ラムに移行する方もおり、軽種馬産業における就業者
不足改善に向けた取り組みの第一歩を踏み出したとこ
ろでございます。
　本年度の当組合事業については、コロナ禍の情勢
の変化による景気の動向が注視されるところですが、
感染防止対策徹底のもと、北海道市場の開催・運営を
始め、各事業の策定並びに実施に取り組んで参ります。
また、令和５年度の競走馬生産振興事業の見直し年を
迎え、軽種馬生産界発展のための各種施策について、
関係機関、団体に要望して参ります。
　本年も役職員一同、組合運営に積極的に取り組み、
軽種馬生産界発展に向け誠心誠意努力して参ります。
組合員皆様にとりまして、多幸な１年となりますよう、心よ
りご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。本
年も宜しくお願い申し上げます。
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 新年、明けましておめでとうございます。

代表理事組合長 　木　村　　　貢

　新年、明けましておめでとうございます。組合員皆様
におかれましては、和やかな新春をお迎えのこととお慶
び申し上げます。当組合の事業運営にあたりましては、
日頃より多大なるご理解、ご協力を賜り心よりお礼申し
上げます。
　さて昨年を振り返りますと、前年に引き続き新型コロ
ナウイルス感染症の猛威により、世界全体が苦境に立
たされる一年となりました。国内においては、夏をピー
クにデルタ株の感染拡大が顕著となり、１年延期後の
開催を迎えていた東京オリンピック・パラリンピックが
無観客開催を余儀なくされております。ワクチンの普及
に伴い、秋以降は感染者数の減少と重症化リスクの軽
減が図られてきておりますが、今冬ようやく経済活動の
本格始動というところで、新たなオミクロン株の感染拡
大が懸念され、不安を拭えないまま2021年を終えてお
ります。
　このようななか北海道市場については、いずれの市
場も大変盛況のもと開催させて頂き、売上総額145億
3859万円と過去最高額を更新することとなりました。
昨夏のせりシーズン佳境の緊急事態宣言発出におい
ては、動向が大変心配されましたが、これまで以上に感
染拡大防止を念頭に置きつつ、細心の注意を払いな
がら開催させて頂くこととなりました。ＪＢＢＡが開発を進
めておりましたオンラインビッドシステムの導入により、
在宅でのせり参加が可能となるなど、コロナ禍に対応し
うる市場運営に努めるとともに、組合員始め上場者、購
買者はじめ多くの関係者の皆様の多大なるご協力のも
と、無事開催を終えることができましたことに対し、心よ
り深く感謝申し上げます。
　昨年の競馬について見ますと、日高産馬が大いに活
躍する一年となりました。コントレイル号のジャパンカッ
プ優勝、タイトルホルダー号の菊花賞優勝、ユーバー
レーベン号のオークス優勝、ダノンスマッシュ号の高
松宮記念優勝、ダノンキングリー号の安田記念優勝、
アカイイト号のエリザベス女王杯優勝、テーオーケイ
ンズ号のチャンピオンズカップ優勝、サークルオブラ
イフ号の阪神ジュベナイルフィリーズ優勝、メイショウ
ダッサイ号の中山グランドジャンプ優勝を始め、重賞
戦線で多数の日高産馬の活躍がございました。活躍馬



　新年、明けましておめでとうございます。組合員の皆様

におかれましては平素より組合の事業運営にご指導、ご

協力をいただき心より感謝申し上げます。前年に引き続き、

新型コロナウイルス感染症の拡大に歯止めの利かない

なかでの東京オリンピック・パラリンピックの開催など経

済・社会的にも多忙な一年ではありましたが、令和４年と

いう新春を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げま

す。

　昨年を振り返りますと、北海道市場では新たな試みとし

てオンラインビッドシステムの導入により遠隔地からで

もセールへの参加が可能となりました。全市場を通し９１

頭がオンラインにて取引となりましたが、今後はより一層

利用しやすい環境作りに向けて改善をすすめていく所存

です。また、それぞれの市場を見てみますと年々増加して

いる新規購買者に加え、各馬主会の団体購買の増加に

伴い、どの時間帯に於いても活発にセールを展開してい

新年のご挨拶

参事　川  越  敏  示

ただいたことに関しまして深く感謝申し上げます。その結

果として、北海道市場売上レコードを更新することとなり、

各市場に優良馬を上場していただいた組合員の皆様に

も重ねて御礼申し上げます。このような結果になったのも、

コロナ禍に於いても各競馬場での競馬開催が絶えるこ

と無くレースを継続され、少しずつではありながらも有観

客開催という形で競馬ファンを盛り上げて頂いたためと、

競馬開催にご尽力頂いた全ての皆様に敬意を表する次

第です。

　組合事業につきましては、当組合が委託を受け旧門別

種馬場内に「ひだか・ホース・フレンズ」を開設し、１１月

より運営を開始いたしました。軽種馬産業の人材不足改

善に向けて充実した事業となるよう努力して参ります。

　新たな年を迎えましたが、本年は当組合の役員改選

の年でもあります。新たな役員体制の下、より一層精進し、

本年も北海道市場で組合員の愛馬が一頭でも多く、また

高く評価頂けるよう努力すると共に、皆様のご期待に応え

られるよう役職員一丸となって努力して参ます。

　令和４年が素晴らしい１年となる事を祈念し年頭のご

挨拶に代えさせて頂きます。

理 事 会 の 内 容 に つ い て
【第10回理事会】
◇令和3年11月26日　　13時00分　静内支所

〈報告事項〉
１．ＪＲＡ運営審議会の内容について
２．ＮＡＲ地方競馬と生産に関する協議会の内容につい
て

３．ＪＲＡ第２回生産等に関する協議会の内容について
４．第３回振興会長事務局長合同会議の内容について
５．第１２回市場委員会の内容について
６．第８回総務・診療委員会の内容について

〈議　　案〉
１．１０月末現在収支見込みについて
２．年末賞与の支給について

【第11回理事会】
◇令和3年12月14日　　13時00分　静内支所

〈報告事項〉
１．第１４回引退競走馬に関する検討委員会の内容に
ついて

２．(一社)北海道軽種馬振興公社第３回理事会の内容
について

３．第２回ＢＴＣ評議員会の内容について
４．第１３回市場委員会の内容について
５．第２回軽種馬生産育成総合対策事業運営委員会の
内容について

６．（公社）日本軽種馬協会第６回理事会の内容につい
て

７．第１４回市場委員会の内容について
８．第９回総務・診療委員会の内容について

〈議　　案〉
１．給与の改定について
２．令和４年度収支予算（案）について
３．令和４年度北海道市場開催日程について
４．第５１回総代会の開催日程について

②
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　美味しくて健康に良い蜂蜜が、傷口に塗る

ことで傷の回復も早めてくれるというのはご

存じでしょうか？

　創傷治療薬の一つとして教科書にも載って

いて、オーストラリアなどではスタンダード

な治療として蜂蜜の傷口への塗布が行われて

いたりします。

蜂蜜の種類
　蜂蜜なら何でも良いというわけではなく、

通常売られている食用の蜂蜜では抗菌活性が

低く、品質も安定していません。逆に栄養豊

富なため、細菌の増殖を増長してしまう可能

性もあります。

　そこで、ニュージーランドやオーストラリ

アのマヌカという花から取れるマヌカハニー

が注目されています。マヌカハニーには、メ

チオグリオキサール(MGO)という成分が含ま

れており、これが抗菌・殺菌作用を持ち、抗

生物質の効きづらい細菌などにも有効とされ

ています。

　マヌカハニーは抗菌作用の強さを示すため

に、MGO含有量やUMFという数値が国際基

準できちんと決められており、これらの数値

が特に高いものを医療用として使用します。

効能
　蜂蜜の効能には大きく2つあります。①抗

菌・殺菌作用および②組織形成・上皮化促進

の作用です。

①蜂蜜は、pHが低く(酸性)、高浸透圧である

ことにより細菌などが生きにくい環境を作り

ます。また、過酸化水素を発生させることで

殺菌作用も示します。マヌカハニーは、これ

にMGOも加わります。

②細胞を活性化し、適度な湿度を保つことで、

皮膚の再生能力を高め傷の修復を早めます。

しかし、肉芽組織形成も促進してしまうため、

特に馬の四肢では、過剰な肉芽形成を誘導し

てしまう可能性があるため、使用のタイミン

グなど、傷口のコントロールには注意が必要

です。

　海外では、マヌカハニー入り軟膏やガーゼ

などが売られており、傷口の管理に使用され

ています。また、傷口への塗布以外にも、子

宮内への投与で受胎率が上がったという報告

もあります。

　最近は、抗生物質の効きづらい細菌の発生

なども問題になってきているため、創傷管理

の選択肢の一つとして考えてもいいかもしれ

ません。

傷に蜂蜜
静内診療所　野 坂 拓 史

マヌカハニーのラベルに表示されているUMF

およびMGO

※写真のものは「マヌカヘルス　マヌカハニー」

　で検索頂くとネットでも購入可能です

馬獣医のよもやま話○　野坂拓史獣医師91



22日	 北海道農業協同組合中央会　第67回通常総会

	〃	 九州１歳市場

23日	 北海道信用農業協同組合連合会　第73回通常総会

25日	 ＪＢＢＡ日本軽種馬協会　第３回理事会（書面）

27日	 第62回宝塚記念

７　月
６日	 八戸市場

９日	 日高地域活性化支援室　第３回専門委員会

12日	（一社）北海道軽種馬振興公社　第１回理事会

19日	 第９回市場委員会（書面）

20日	 第７回理事会（書面）

26日	 セレクションセール　前日展示

27日	 セレクションセール

28日	 ＪＲＡ・ＪＢＢＡ生産地懇談会（日高地区）

30日	（一社）北海道軽種馬振興公社　第45回通常総会　

第２回理事会

８　月
３日	 第３回監事会

〃	 中間監査（～４日）

11日	 第３回業務・配合委員会

12日	 第６回総務・診療委員会

〃	 第８回理事会

23日	 サマーセール（～ 27日）

	〃	 第26回	ＮＨＫマイルカップ

10日	 トレーニングセール（公開調教）

11日	 トレーニングセール（せり）

12日	 ＪＢＢＡ日本軽種馬協会　第２回理事会（書面）

16日	 第16回	ヴィクトリアマイル

23日	 第82回	優駿牝馬（オークス）　

	 ユーバーレーベン号優勝

	 （新冠　㈲ビッグレッドファーム生産）

25日	 第７回市場委員会

30日	 第88回	東京優駿（日本ダービー）

６　月
４日	 日高生産農業協同組合連合会　第73回通常総会

	〃	 日高軽種馬振興対策推進協議会　令和３年度定期

総会（書面）

６日	 第71回	安田記念

	 ダノンキングリー号優勝

	 （浦河　㈲三嶋牧場生産）

８日	 北海道軽種馬貿易㈱定期株主総会（書面）

16日	 第８回市場委員会

17日	 第５回総務・診療委員会

	〃	 第６回理事会

	〃	 第２回振興会長会議

１　月
18日	 第１回市場委員会

19日	 第１回総務・診療委員会

	〃	 第１回理事会

25日	 第１回監事会

	〃	 決算監査（～ 26日）

27日	 ジェイエス冬季繁殖セール

	〃	 第70回川崎記念

29日	 第２回市場委員会

	〃	 第２回総務・診療委員会

	〃	 第２回理事会

２　月
９日	 様似町軽種馬生産振興会第57回通常総会（解散総

会）

12日	 第１回振興会長会議

17日	 第３回総務・診療委員会

	〃	 第３回理事会

18日	 ＪＢＢＡ日本軽種馬協会　第１回理事会（書面）

21日	 第38回フェブラリーステークス

３　月
８日	 第１回業務・配合委員会

10日	 十勝軽種馬農業協同組合第48回通常総会

11日	 胆振軽種馬農業協同組合第56回通常総会

12日	 第50回総代会

	〃	 第３回市場委員会

15日	 第４回理事会

	〃	 第２回監事会

16日	 第１回ＢＴＣ評議員会

22日	（一社）北海道軽種馬振興公社令和２年度第６回理

事会

24日	 ＪＢＢＡ令和３年度通常総会

25日	 第４回市場委員会

28日	 第51回高松宮記念　

	 ダノンスマッシュ号優勝

	 （三石　ケイアイファーム生産）

30日	 第12回引退競走馬に関する検討委員会

	〃	 日高地域活性化支援室　第２回専門委員会

４　月
４日	 第65回大阪杯

７日	 第５回市場委員会

11日	 第81回桜花賞

14日	 ホッカイドウ競馬開幕

	〃	 セレクションセール実馬検査（～２２日）

17日	 第23回中山グランドジャンプ　

	 メイショウダッサイ号優勝

	 （静内　㈲グランド牧場生産）

18日	 第81回皐月賞

27日	 ＪＲＡブリーズアップセール

28日	 第２回業務・配合委員会

	〃	 第６回市場委員会

30日	 第４回総務・診療委員会

	〃	 第５回理事会

	〃	 トレーニングセール事前説明会

５　月
２日	 第163回	天皇賞（春）

５日	 第33回かしわ記念（船橋）

８日	 トレーニングセール（入厩）

９日	 トレーニングセール（事前下見）

④

2017年を2021年を2021年を



⑤

26日	 第８回総務・診療委員会

〃	 第10回理事会

28日	 販路拡大陳情（佐賀県）

〃	 第41回ジャパンカップ

	 コントレイル号優勝

	 （㈱ノースヒルズ生産）

29日	 販路拡大陳情（千葉県）

〃	 販路拡大陳情（石川県）

30日	 第14回引退競走馬に関する検討委員会

〃	 推進協日高地域活性化支援室　第４回専門委員会

〃	 販路拡大陳情（兵庫県）

12　月
３日	（一社）北海道軽種馬振興公社　第３回理事会

５日	 第22回チャンピオンズカップ

	 テーオーケインズ号優勝

	 （㈲ヤナガワ牧場生産）

６日	 第２回ＢＴＣ評議員会

７日	 第13回市場委員会

９日	 第２回軽種馬生産育成総合対策事業運営委員会

〃	 ＪＢＢＡ日本軽種馬協会　第６回理事会

12日	 第73回阪神ジュベナイルフィリーズ

	 サークルオブライフ号優勝

	 （㈲千代田牧場生産）

13日	 第14回市場委員会

14日	 第９回総務・診療委員会

〃	 第11回理事会

15日	 北海道市場運営協議会

〃	 第72回全日本２歳優駿

	 ドライスタウト号優勝

	 （㈲下河辺牧場生産）

19日	 第73回朝日杯フューチュリティステークス

25日	 第144回中山大障害

26日	 第66回有馬記念

28日	 第38回ホープフルステークス

29日	 第67回東京大賞典

24日	 第82回菊花賞

	 タイトルホルダー号優勝

	 （岡田スタッド生産）

27日	 ジェイエス繁殖馬セール

31日	 第164回天皇賞（秋）

11　月
１日	 札幌馬主協会馬産地研修会

３日	 第21回ＪＢＣクラシック（金沢）

	 ミューチャリー号優勝（芳住鉄兵生産）

〃	 第21回ＪＢＣスプリント（金沢）

〃	 第11回ＪＢＣレディクラシック（金沢）

	 テオレーマ号優勝（㈲笠松牧場生産）

〃	 第２回ＪＢＣ２歳優駿（門別）

４日	 ホッカイドウ競馬閉幕

11日	 販路拡大陳情（神奈川県）（～ 12日）

〃	 ＪＲＡ運営審議会

14日	 第46回エリザベス女王杯

	 アカイイト号優勝（㈲辻牧場生産）

15日	 販路拡大陳情（岩手県）（～ 16日）

19日	 ＮＡＲ地方競馬と生産に関する協議会

〃	 ＪＲＡ第２回生産等に関する協議会

21日	 第38回マイルチャンピオンシップ

25日	 第３回振興会長事務局長合同会議

〃	 第１回役員報酬審議会

〃	 第12回市場委員会

９　月
２日	 第10回市場委員会（書面）

15日	 第11回市場委員会

21日	 セプテンバーセール（～ 22日）

28日	 第13回引退競走馬に関する検討委員会（オンライ

ン）

10　月
３日	 第55回スプリンターズステークス

７日	 ＪＢＢＡ日本軽種馬協会	第４回、第５回理事会

〃	 第１回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会

８日	 ＪＲＡ第１回生産等に関する協議会

11日	 第34回マイルチャンピオンシップ南部杯

	 アルクトス号優勝（㈲須崎牧場生産）

15日	 第１回配合委員会

	 第７回総務・診療委員会

	 第９回理事会

17日	 第26回秋華賞

18日	 オータムセール（～ 19日）

21日	 ＨＢＡ賞ブロッサムカップ（門別）

	 コスモポポラリタ号優勝

	 （㈲ビッグレッドファーム生産）

振り返って振り返って振り返って

　新年は１月６日（木）まで事務所
を閉所させていただきます。
１月７日（金）より通常営業となり
ます。
　ご不便をお掛けしますが、ご了
承いただきますようお願い申し上
げます。

令和４年（2022年）
新年の事務所営業の

お知らせ



⑥

令和４年度　中央競馬重賞競走日程令和４年度　中央競馬重賞競走日程
【関 東】 （単位：万円）



⑦

令和４年度　中央競馬重賞競走日程令和４年度　中央競馬重賞競走日程
【関 西】 （単位：万円）



⑧

　肢が腫れた、高頻度で耳にする稟告です。

腫れている個所では何が起きているのか、今

回は“腫れ”に焦点を当ててみたいと思いま

す。

腫れるということは、風船が膨らむようにそ

の箇所に“何か”が集まっている状態です。

その“何か”が重要なポイントです。皆様に

馴染みの深いフレグモーネを例にとってご説

明いたします。

　フレグモーネは蜂窩織炎とも呼ばれ、皮下

組織に生じた化膿性炎症、すなわち細菌感染

に起因する炎症の総称です。“炎症”とは発

赤、腫脹、熱感、疼痛、機能障害、これらを

炎症の5大徴候と呼び、ギリシア・ローマ時代

から現代まで続く認識です。フレグモーネに

おいては5大徴候を伴い、種々の生体内変化を

経て罹患部に炎症細胞や滲出液が蓄積するこ

とで“腫れる”という形で目に見えてきます。

私たち獣医師は諸症状を含めた総合的な判断

により診断を下し、治療を開始しますが、細

菌感染が主体の場合には抗菌薬投与による治

療を行います。治療薬の選択に当たっては想

定される原因菌や症状の強さに応じて適宜選

択するため、ケースバイケースで治療法が変

わることをご理解いただけますと幸いです。

　また、屈腱炎、関節炎、骨膜炎など様々な

病態に応じて炎症兆候が出現しますが、一般

的に炎症は生体内の保護機能として必要な働

きであり、調和のとれた美しい機能です。し

かし、これらの炎症が過剰に生じると疼痛や

機能障害を伴い、QOL（Quality Of Life、生

活の質）が低下します。QOL低下が懸念され

る場合には消炎剤投与による対症療法も必要

と考えますが、その使用にあたっては根本原

因を覆い隠すことにより治癒が長引く可能性

を念頭に、慎重な使用が求められます。

　一方で、上記の炎症兆候を伴わずに肢が腫

れることがあります。その限りではありませ

んが、多くの場合はむくみ（浮腫）として認

識されます。詳細は割愛しますが、一般的に

むくみは末端の血液循環の問題により生じ、

皮下組織に回収しきれなかった余分な水分が

溜まります。このため、腫れる以外は上述

のような炎症兆候をほとんど伴わず、基礎疾

患を有しない限り治療が必要になる例は稀で

す。この他にも、腫瘍細胞増殖に伴う腫れを

呈することもありますが、何れの際にも治療

にあたっては根本原因への対峙ならびに症状

緩和・QOL向上が両輪をなしますので、ぜひ

一度ご相談ください。

肢が腫れる
門別診療所　水口　悠也

お知らせ
　この度の軽協たより386号にJRAファシリティーズ（株）様より寄贈頂いた「愛馬のカイ

バあれこれ」を同封しております。組合員皆様の愛馬の飼養管理にお役立てできることと思

いますので、是非ご愛読ください。

馬獣医のよもやま話○　水口悠也獣医師92


